
Title 小川博士の正貨蓄積論を読む
Sub Title
Author 三宅, 嘉十郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1916

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.10, No.4 (1916. 4) ,p.553(139)- 563(149) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19160401-

0139

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


か十餘

r

五

雜

錄

地

代

槪

魏

‘

潮5

 X

 3
=

嵩

藤
S
： !

此
の
中
に
於
て
旣
に
相
常
の
利

®
 

を
得
て
居
る
か
ら
で
わ
る

®1 ‘

然
る
，に
此
の
S

®
な
る
も 

の
は
.第
.

1

第11

の

数

用

に

：
：

^
も
雨
優
等
耕
作
ざ
第S
 
0 

費
用
に
ょ
^

服̂
界
耕
作
ぷ
レ
の
收
稷
の
差
の
合
計S7

:
f

 5.) 

-
}
-
(
6
r
5
}
H
3
J

に
外
な
&

な

い

か

、ら
>
.
此

の

揚

合

に

於 

て
も
地
代
は
優
等
耕
作
ビ
服
界
耕
作
ビ
の
差
を
最
高
限 

度
-*0

レ

て
览
-ま

i

云
ふ
ぶ
ふ
が
出
來
る
の
で
あ.力
ら\

‘

以
上
の
如
-
-
®
界
耕
地
並
に
瘾
等
耕
地
に
代
ふ
る
に 

限
界
耕
作
並
に
優
等
耕
作
を
以
す
るi
,ぎ
は
"
通
說 

に
於
て
必
す
逢
着
せ
ざ
を
：ベ-
か
ら
ざ
る
鍵
々
の
困
難
例 

八
ぱ「

服
界
地
に
地
代
な
き
や
资
や
：

J

ご
い
ふ
が
如
き
疑 

間
を
生
す
るH

J

も
な
く 
V
.又
農
業
企
業
の
利
潤
を
ぱ
常 

に
同
‘！
に
し
て
而
も
相
常
の
额
を
趙
ゆ
る4

な
し
ど
-云 

ふ
が
加
さ
不
當
な
る
緒
論.

iLi

到
遂
す
る
，J W

か
避
け
る 

ご
じ
が
出
來
る
み
な
も
すt、

或
る
.土
地
の
地
代
を
®
 

む
る
に
當
k

て
機
準
と
す
べ
き
他
の
或
る
土
地
の
箱
在 

を
、必
要
と
せ
中
懂
か
に
問
®
-
な
れ
る
土
地
あ
る
の
み 

を

以

肚

之

LiT

就
て
.獨
立
R

論
や
る
，

こ
：，

が
街
來
る

is
.
!

in 

八

.云ふ

-
^

なさ中じて

A
じ

1̂
.

て
%
i

は1
$

人
の
喜
ん
で
，廣
服
ず
な
所
で
わ
る
.。
然
し
な
が
ら 

前
に
も
述
べ
た
れ
く
、
地
，化
の
決
定
は
借
地
人
侧
の
み 

の
事
情
.に
：ょ
タ
て(

バ
は
れ
る
も
の
で
，は
ない"*

地
主
借 

地
人
双
方
の
側
め
事
情
に
ょ
ね
て"

即
ち
前
激
の
承
諾. 

し
得
.

r

き
厳
低
限
度
ご
後
者
の
支
挪
ひ
得
ベ
‘き
最
高
限 

度
ふ
の
間
に
れ
る
の
で
あ
つ
て
時
の
事
情
如
何 

に
從
つ
必
す
し
も
最
高
限
度
に
宛
ま
る
ふ
は
な
な 

い
、
唯
其
め
厳
高
限
度
に
定
ま
る
の
は
僅
か
に
地
主
が 

觸
占
*

で
あ
つ
'て
而
も
頗
.ふ
聰
明
，に
タ
而
し
て
借
地
人 

が
交
涉
驅
引
に
於
て
頗
る
拙
劣
な
タ
揚
合
の
み
に
限
：る 

の
で
れ
る
か
&

し
て
つ
地
：代
の
分
量
を
ぱ
何
れ
の
場
合 

U

於
て
も
®
に
借
地
人
の
支
挪
能
力
の
最
高
限
度
に
定 

ま
る
ビ
な
す
め
點
ハ
：從
ウ.
.て
又
借
地
人
は
常14

 

用 

資
本
に
對
す
る
其
の
地
方
普
通
の
利
潤
：

j.,

.を
得
；ふ
.

過 

ぎ
や
と
な
す
の
點
に
於：ズ
は
菩
人
は̂

^
ね
1^
服
オ 
る 

-
^
は̂
出
來
な
ぃ
め
で
ぁ
ぇ
？
 

，

ゾ
：.r

の
利
猛
が
あ
る 
'の
で
あ
、を
0:;,

而
じ
.て
，右
に
農
業
上
ゆ
土 

地
に
就
て
論
じ
れ
力
所
は
？
：特
殊
な
す
限
界
耕
作•
 

0 

等

耕

作

に

換

ぶ

：
る

に

，： 1

般
的
な
'る
1

^

*

0
優
等
生 

産
な
る
語
を
以
て
す
れ
ぱ
其
他
の'
:

1:.,

般
：

§

生
廣
業1.̂

用 

ふ
る
±

地
の
地
代
ゆ
®

命
に
も
適
用
せ
ら
れ
、
，；
更
に
限 

界
效
用
。
優
等
效
用
な
る
語
を
以
て
ず
れ
ぱ
住
.
用
の 

4
?

地

の

地

代

に

も

適

用

せ

も

る

、

の

で

あ

る

。
，
‘
.

:
,能
ホ
.ト7
.
/ぼ
；.
.

V, 'Trhiinerr- ;
I
D
e
r
-

 Lsolieytb:'. Statit 

 ̂Bczieiiung 

aAlf.‘.3Landwirtscilaft und, Nationale^konomie., Z 2

パ.'(.K.

一.yie.hl'u.'‘p.'Mombertr YAUSge\vsllIte'.-Lesest{icke 
.を
日 

,
,■,
 ...stu.dium .‘d

e
r
. P
o
L

 ..oek. 

Grundrente, s.

, 

to6. 

>
’，

 

.
: 

■

,
 

註
七 D

.

 Ricardo 

YIbid., R

 56 ,

‘ 

- 

• 

i 

■

•
 

.
-
,
.
、

.
：

/ 

0

吾

人

は

最

後

：：に

前

揚

K

ダ

ム
g
ヌ
ミ
ヌ
の
所
説 

に
就
て
，

I

言
傭
單
批
評
を
加
：へ
て
歡
く
。ク

ミ

が 

「

地
代
は
借
地
人
§

挪
ひ
得
る
1

限
度
，
地
主
.

9

爽 

求
し
得
る
厳
商
限
撑
に
足
ま
る

」

.
ダ

；
^
-
^
主

觀

論

を

な

ず
に
此
，め
て
、
地
代★

以
て
‘土
地
の
生
.産
力
の
.差

よ
 

i

て定ま！

^
1
か又は費用

^

^
によ、

て定ま

.る

-
MR

站
十
怨
ハ
五
ニ

)

錄

\ 

i

緒

青

京
都
太
學
敎
授
水.川
.博
士
は
綴
に
大
.阪
朝m
新
聞
紙 

上

(
4
<
|
^

五
*年
ニn

：

四
；口
}
、
つ®

金
盤
元
は
不
利」
な
る 

題

下〜

，に

外

償

箱

還

の

不

利

.に

し

て

在

外

巫

货

菩

積

：の

必 

要

な

、
る

所

以

を

論

：

ら

れ

"<
r

又
經
濟
論
叢
5

月

號

に 

て

外

正

貴

ま

分

に

就

て」

と
想
ぃ
：
.御
b
 
く 
E
货
7 

菩
積
め
必
要
，̂
說
き
9 

お

轉

て

；
^
货

分

論

を

雞
 

せ

ら

れ

れ

ン

：
ボ

1

傅

土

の

！
^
货

菩

積

論

は

！̂

に

角

と

す 

\

る

も

、

正

货

處

分

に

對

：す
：
る

.博
±

の
®

論

：に

就

き.て
は
，
 

余
聊
か
迷
な
：ぎ
能
は
ざ
な
を
以
.て
 

> 
鼓

.：
^
単

覓

を

開

陳 

し
て
#

ズ
¥

の
敎
示
を
爛
さ
ん
ど
欲
ホ
。
暮
し
昨
年 

末
以ザ

：：

外
}

货̂

處

め

糊

弾

が

朝

！̂
ゆ
注
旧
を
m
 

I

ぎ

け

ま

M

盤
.々
：此

糧

の

，疑

絡

を

懷

^
^
も

の

決

し

て

単

小
，

H
：

傅
十
：
の
巡
孩
薪
積
諭
か

I
f

む 

鎮

四

號

！ 

n!

九

.1

: t : :

II

r

r

\-y
 

V 

» 

i 

^
n
-
i
j
r 

' 

V 

!
 

1.

4
-
v 

t 

» 

g
s 

J
.
< 

. 

J 

> 

>
、
> 

\

hii、ラj•I i



絶

十

卷
(

1五冗四

)

雜
錄
小
州
博
士
の
近
货
將
粮
論
か
読
む

!  
MO

，◎
余
の
み
，に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
な
ら
、
加
之
狂
外
疋
货
菩
職 

か
、
處
分
か
の
間
週
は
我
財.政
々
策Q

岐
る>-

所
に
し 

'

で
ヴ
其
根
基
i

な
る
お
き
經
濟
狠
則
の
，作
用
をW
明
に 

す
る
は
、

士
の
：如
き
著
名
の
學
者
の
貴
任
た
ら
す

VI 

せ

す
。

，
，
. 

1

.
i
.
r
:

博
±

驳

諭

の

：要

旨：

.

:
‘，余
は
A
r本
論
；̂
入
.
P
て
博
士
の
說
檢
：簾
す
る
に
先 

，
.績
者
の
，了
解
R

被

な

，ふ

し

む

：
る

た

め

左

に

其

®

論 

ゆ
要3

旧
を
抄
錄
せ
：ん
に
：

.

,

(
! 

) 

•
我
國
ぷ
換
制
度
維
時
上
、
‘正
吸
紫
植
の
必
要
こ
そ
た
決
し
*

.
!之
ル
處
分
ベ
か
ら
す
。且

<1-：?

之
か
處
化
し
て
外
債
徽
‘游
に
充
つ 

:

るi
l

我
’國
財
政
ト
：最
も
不
利
な
'义
,

. 

.

:

!
0
1
、)

在
外fi*

貨
の
權
加
は
氣
時
の
狀
態
に
於
て
ぱ
、

i
f

て
我
瑕
濟
并 

ぃ
て‘ 

‘
に

悪

形

纖

及
：！

す

こ

'
ど

が

‘
じ

0 

,
-
,
‘ 

- 

. ；；；.
，

.
，
し 

.
分
日
找
國
，に
行
は
る
、
あ
外
正
货
處
分
觸

Q
:

骨
子
と
も
見
：る
べ
き 

も
の
は
1
正
货
I

加
.

51

兌
換
漆
の
植
敬
を
想
起
と
兌
換#
のi

 

:
.眼
ぱ
物
湖
.

a-

職
貸
‘を
し
め
、
物
愤
騰
贷
ず
れ
ぱ
输

H

ひ
減
、退
、
輸
入 

ひ
ポ
，巡
か
ぐ
し
輸
入
ぱ
数
，ル
.勢
を
ぶ
し
，
從
つ
て
？
^
.货
は
孙，6

流
化

る
-
傅
す
。
欺
に
在
ル‘
货
'の
’ボ

贫6

 #
窝

2
£
、

,断
.痛
教
银J-v 

、"，.

vi；

る
.；

ia** 
得
；

俊
す
’に' 
在
か
'̂
'如
レ
と
’

P来勿
り
兌
換
券
の
權
發
え
な

同
ホ
行
.，の
巧
間
斑
金
と
な
：

=；r

て
、
復：2

ら
ず
。
.
■ 

..,- .

.

.
-
-
-

又
®
ニ
に
兌
換
族
は
不
換
紙
幣
と
與
な
り*
*

m

ら
屈
伸
カ
か
存
す
る

.
を
以
て
、
財
政
上
め
必
幾
黎
ふ
り
し
ズ
一
’時
に
經
檢
社
愈
の
爾
廣
以

，

.上
に
，'
,兌
換
券
の
後
行1；}

ら
れ
ざ
ろ
眼
り
，物

慎

の

職

货

想

起

す

、
、

と
な
し
々
昨
年
来
の
物
償
騰
貴
ぱ
過
货
の
膨
.眼
と
い
ふ
が
如
を.原
因
：

離
れ
て
、
戦
淨
と
い
ふ
與
常
の
原
因
に
依
：る
货
物
の
需
給
關
係
に

左
右
せ
ら
れ
し
'
、
と
火
に
レ
ズ
*
兌
換
然
の
膨
服
.
堪
る
物
傻
騰
資

ゆ

結

果

た

の

觀

呈

す

？ 

>と
も
り
。我
國
ぼ
來
け
る
物
.债

の
騰
貴
は
、
寧
る
辯
給
關
保
に
依
る
も
の
と
'謂

ふ

適

當

し

す
。
‘
,

次
に
接11

"
物
值
の
騰
货
が
我
國-
.

!

國
の
：み
に
趙H
る
楓
象
な
ら
ば

开

は

り

我

輪3
,
^

減
退
レ
*
輸
人
も
增
f

ろ
に
1
^
^
1
る
.ぺ
4
、は

疑
-1

ベ
.か
ら
ざ
る
こ
と
な
る
も
，
物
傻
の
騰
貴
は
.取
に
我
轉
の
み
-
^

ら
ず
、.视<

r
,
M
P

諸
國
に
起
り
つ
、
め
る
大
現
象
に
し
て
，
其
騰
货

藉
ほ

は

却

て

我
國
り
も
誤
し

(

圓
ょ
り
特
殊
の
货
物
に
就
.て

全
然
反ir

な
る
.も
：}。

さ
れ
ぱ
我
國
の
物
值
の
粗
庶
の
欺
洲
請

旧
も
り
下
位11.

在
る
.間
ぼ
、
決
.し
て
：我
資
易
が
逆
数
！1.徵
ふ
が
如
さ 

こ
と
む
て
る
べ
し.
0 

-

.
:

以4

述
ぶ
る
所
に
依
り
て
観
れ

.
r
r

在
外ig

贷

辟

分

論

：
は
，
全

然

圍

れ
 

る
前
提
の上

！！

立
て
ろ
も
の
に
し
す
，
.誤
れ
る
翰
撒
と
卿
は
ざ
る
べ 

.ぐ
ら
ず
.<

§

偷
纖
大
ポ>?!

ギ11

ぜ

號i

 O
I
M
f
4

資
ぜ
ッ
ニ
，
ン
.

雕
も
、
此
説
は
元
来
脇
決
プ
ぺ
袖-
の̂
問
照
を
解
決
せ.ず
，#
か

，
.も

..全

く

之

，
；
か

骨

0
し
Z
か
前
提
と
せ
る
結
論
た
る
な
り。
0 
r,
其
ぽ 

決
す
べ
き
間
愿
と
け
他

わ
ら
や
。

'

第
，i
>
.在
外
’正
货
の
.横

お

常1!

兌
換
深
增
錢.0

な
る
や
。

S
1

、：V5Î
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過
々
-ず̂
，し
ホ
>
义
換
然
の
咐
鼓
と
け
ほ
ゆ
孤<
5
:
^
る

ぺ

く
 

又
‘
政

肤

外

所

在

め

-
.
^
の

K

就

Vr<.!；!：CJ=r

お

纽

行

は

外

殺

に

於

て

受

饼

1
5
^
.
t
.
.
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‘

'
，
以

上

は

ル

-
^
博

士

の

•
在

外

®

货

處

タ

S

の

教

律

の

，
大
 

要

な

る

が

，

以

下

余

は〈
1
\

 

货

の

辦m
-
v

兌

換

终

膨
服
ざ
の
關
係
、

(

ニ)

兌
換
芬
膨
跟
ご
物
價1

ビ
の 

關
係
、
及

び(

三)
.

物
價
騰
齋
と
外
國
資
易
ビ.

0

1
 

に
.分

ち

て

、
博

士

所

說

の

：是

非

を
： H

せ
ん
ざ
欲
す
。

H

I
疋
賞
0

壇
加
だ
兌
換
银
膨
派
と
の
■
係 

‘
貴
族
：院
豫
算
藥
貴
會
に
，於
て
政
府
の
說
明
す
る
所
に 

依
れ
ば
"
，.
昨

年

来

に

於

け

、タ

我

正

货

の

現

在

高

は

五

®

一
千
六
百
萬
圓
一*
又

同

年

中

に

於

.け

る

正

惯

の

增

加

額

は
.
'

1

億

七

千

五

百

萬

は

レ

て

"
，
其

中

政

府

所

有

の

办

の

增

加

はI:

億O
S

百
廣
圓
>
,
日
本
娘
行
の
分
七
千
ぽ
廣

圓
な
i

今
昨
大
正I

E

年
中
k

於
け
る4

?

の
狂
外
♦正
货

播
加
額
が
内
地
の
兌
換
券-J

加
何
な
る
：關
係
を
有
す 

る
や
を
究
め
ん
.に
.
y 

.

.

:

.

.

.

先
づ
政
抑
所
有
の.正
貨
.0
清
加
額
：：.

1,

億0

四
百
萬
圓 

が
.全
部
軍
器
賣
却
代
金
ょ
ふ
成
る.か
"

成̂
：は
其
他
に
預 

金
部
の
資
力
を
以
て"
；：‘日

本

銀

行

其

他

ょ

-
^
買

入

れ 

る
も
め
を
も
包4

2

甘
ら
る
,
$
否
や
K

依
.ウ
て 
>
.跋
兌
，

0$̂.
 
'

小
.川
懷
出
の
冗
.貧
蓄
辩
輸
か
讀
む

第
旧
脇
'
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賴

0

小
パ
博
士
の
正
货
養
積
输
か
讀
む

第
M
m

s
i
l

換
券
と
の
調
俯
を
異
に
す
べ
き
も
"
其
內
容
如
何
は
合 

日
に
於
て

*

^

?

ど
纖
知

.

す
る
；̂

傅
ざ
れ
ぱ
姑
ぐ
置
く
こ
し 

て
"

.

僻
ほ
次
で
来
る
べ
き
疑
問
は
、

T

方
に
兵
器
賣
却 

に
依
つ
て
其
代
金

S

し

て

互

額

の

貴

を

得

た

る

に
'
'
, 

他
方
砲
兵
工
廠
の
特
別
會
計
は
、
.其
定
め
ら
れ
た
る
昨 

年
捉
の
豫
算
内
に
て
、

' 

其

支

出

を

^
-
:
^
し

や

開

題

な
 

K

V
 

0
若
し
豫
翁
に
不
足
を
来
し4

^

め

に

預

金

部

，の

資

金
 

を

借

入

る

、
か
、
或
祐
他
の
國
庫
剩
儉
金
等
を
流
用
せ 

る
が
如
き
‘

こ

V

あ
ら
んか

"
：

此
等
は
何
れ
も
日
本
銀
行 

め
兌
換
券
を
以
て
な
さ
ぐ
る
ベ
f

t

從
て
兌
換
券 

の
增
％

お
來
す
は
免
る
ベ
か
ら
す
。
昨
年
八
月
以
来
頸 

金
部
の
資
力
を
以
て
、
英
國
ポ
藏
省
®
券

に

投

じ

る

, 

.
' 
-

.

.

1
 

A
0

は
或
は
此
間
の
消
息
を.語

る

も

の

に

非

ざ

，
る

か

。
..遮

莫 

政

府

所

有

の

，正

貨

.增

加

は"
.主

さ

し

て

奮

來
0

兵

器

を 

實却るに因るものな

り

ビ

云

ぺ

ぱ

、
ね
織
か
：

S

地 

兌
換
芬
の
增
發
ぉ
促
し.
^
'
^
<
?
^
.

必
要
.
^
.
2
 ̂

2
-
:
?
^
^
^

 

激
额
^

僅̂
.少
な
.タ
き
ご
謂
.ク
.て
可
セ
ふ
ん
0 

.
，
事

精

，斯

ズ
 

，
め

如

V

な
れ
ば
-
:小
川
博
士
の
'如
く
政
庶
所
有
の
在
外

賞
は
* 

日̂
本
娘
行
の

政
ま
*預
金
を
形
付
ぐ
る
に
過
ぎ 

す
し
て
、'
,兌
換
券9

墙
發
t

は
沒
赞
涉
な
み
？11

じ
去 

.る
は
條
リ
に
單
純
に
失
す
る
の
識-
^を
免
れ
す
。
：/

 

第
二
に
日
本
銀
行
所
有
の
液
外
：
貴
の
墙
加
额
七
千 

百

萬

圓

：は
ハ
，
全

部

我

對

外

資

易

の

決

濟

M

及
び
蓮
賞
" 

傭
船
料
の
收
入
等
を
*'.外
國
に
於
て
取
立
て
れ
る
も
の 

に
し
て
"

元
來
我
私
人
の
債
權
：に
屬
す
る
も
の
を
，
日 

本
銀
行
の
買
入
れ
た
る
に
外
な
ら
す0
而
し
て
日
本
叙 

行

は

此

等

の

ま

挪

に

は

總

べ

て

^
^
換

券

を

後

行

す

る

も 

の
な
れ
ぱ
>
.
斯
ィ
ゆ
か
ィ
し
て
墙
则
し
た
る
日
本
銀
行 

所
有
の
.正
賛
は
全
部
‘兌
換
券
の
增
發
を
.错
来
す
る
や 

論
を
俟
た
す
。，
此

點

就

ダ

.は
博
士
も
異
論
な
き
が
如 

くlij

貨
が
日
本
銀
行
め
斯
有14

歸
ザ
る
に
は
日
銀
行 

は
其
が
代
償
と
し
：
^
^
|
換̂
券
を
發
行
す
る
を
以
て、
M 

貨

め

增

加

：
に

從

ひ

其

額

次

：̂
:
兌

換

券

も

增

徽

せ

ら

る

ぺ 

☆

の
所
說
を
首
肯
せ
れ
セ
力

.
"ハ
博
士
.
®
意

見

を

異 

に
す
る
は
、
日
本
銀
行
が
外
國
じ
於
て
私
人
の
所
有
に 

歸
ず
ベ
.
き
思
货
を
受
廣
す
，る

に

つ

て

、.內J
J

棺
後
し

ね
る
；̂
換
券
は
內
地
の
金
融
緩
稷̂
^る
'た
め
*‘
忽
ち
普 

通
銀
行
を
通
し
て
同.銀
行
の
民
間g

<
e
:
i

な
り
て
復
歸 

す
る
を
以
て
ウ
兌
換
券
は
墙
發
な
き
ふ
同

J

の
結
娘
i
 

な
る
と
い
：ふ
點
に
在
り
。
.
.即
ち
，

1

.
時

增

發

の

事

實

は

之 

を
認
セ
る
も
、

.
忽
ち
は
預
金
i

サ
ね
て
復
歸
す
る
が
故 

に
"
.其
結
果
は
晴
發
な
か
ゥ
し̂
:
3同

，
ブ

な

ヵ

と

做

す

な 

>
9
.
0然
し
な
が
ら
博
土
の
此
結
癒
は
：研
究
す

t

き
ニ
倚 

の
問
題
を
看
過
せ
ぅ◊
即
ち
.
，
' 

.

.

.
‘ 

:
::r 

i:::;: 

i
"..

播
發
.さ
れ
れ
る
兌
換
券
は
、-
金
融
緩
慢
な
る
時 

.
は
常
に
，必
中
直
ち
に
日
本
銀
行
に
復
歸
す
る
も
の
'

.
な
ね
や
プ

.
- 

.
•
::
 

' 

.

!

一.
今
假
に
博
士
所
！̂
の
加
く
、
常
に
必
す
忽
ち
日 

.
本
銀
行
.に
.极
歸
す
る
も
の
>
^
し
て
ブ
日
ネ
厳
行
に 

於
け
る
民
間
預
企
の
墙
伽
は
否
む
ぺ
か
ら
す
。
而 

，し
て
日
本
銀y;:

民
間
預
金
の
增
伽
.ザ
通
貨
膨
服
と 

‘

按
资
涉
な
る
を
得
る
や"
殊'ii

物
偕
騰
貴
ビ
の
蘭. 

係
に
於
て
增
發
な
さVJ

同

i

の
結
果
れ
る
を
得
る

.
:

や
ゾ
-

ニ".
 

...■
 

...
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■ •
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1,

'是
な
り
。
我
在
外
正®

の
墙
W

は
多
く
昨
年
T

半
期
.じ 

起
-
^
•た
.'る
•現

象

に

し

v>
、

日
本
韻
行
の
民
.間

頂金
：：！
！ 

月
末
ょ
り
九
月
以
後
に
掛
け
て
激
增
し

I

時
は
七
千
摩
’

萬

圓

補

に

達

し

.れま

，，

此
事
實
は
是
れ
博
士
を 

し
て
、
右
の
論
據
に
材
料
を
與
へ
た
る
も
の
な
る
ベ
し

咋
年
九
月
以
後S

本
傲
行
民
間
預
金
の
激
填 

せ
し
は 
> 着
博
士
：0

1

^
た
る
理
由
以
外
、
同
年
八！
^

末
東
西
大
.銀
行
家
の
間
に
成̂
4
.し

た

，
る

贷

出

利

モ

協

定

、 

の
事
實
を
觀
過
す
る
能
ゆ
ボ
。

M

賢
際
九
月
以
後
民
则
揖 

金
€
^七
千
撒
滿
圓
に
齋
せ
し
は
、

.

依
‘つ： 

て
著
し
く
大
銀
行.の
遊
金
潘
加
を
刷
政
し
れ
る.に
依
.
 ̂

こ
i

大
に
し
て
•
增

凝

：
さ

れ

れ

る

；
^
換

芬

は

常

に

必

中
 

直
も
に
本
銀
行
に
.
.復
歸
す
る
，も
の
な
ゥyj

即
斷
す
る
'

能

は

す

。

況

ん

や

：其

.成

分

は

其

が

日

本

銀

行

に

復

歸

す

一 

る

迄

に

，は
：相

當

の

斯

間

を

要

す

べ

く

、

從

ウ

て

其

間

‘は 

通
货
膨
暇
を
来
す>J

ビ
ぁ
る
に
於
て
を
や
。
且
やW
±.ハ
 

所
韓
の
如
く
ん
ぱ
r
艇

滴

界

の

徹

耍

以

上

不

當

，に

縱

释
 

さ
，れ

た.る

兌

換

券

も

、
；

.
常
.に

直

も

に

XE1

本

銀

行
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復

歸
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ゅ
疋
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隨
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0
0
0

し

兌

他

港

不

當

の

‘增

發

て

ふ

憂

ふ

べ

き

現

象

は

腫

を

絕
 

ゥ
にf

!

ぶ
':̂
。. 
0
^

の
#

f

さ
.は

豐

け

事

な
ま

ノ 

<
r

日
の
货
幣
制
度
に
す
は
固
ょA
得
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ぜ

に
®

す
。
.縦
令4

-

假

に

博

の

：所
說
の
如
ぐ
播
發
さ
れ 

た
る
兌
換
券
が
全
部
直
に.日
本
銀
行
に
復
歸
し
たK
V 

、と
し
て
、
良
.間

の

增

加

は

通

贷

の

膨

服i
何
等
の 

交i
t

を
有
せ
.ざ
る
や
。
，
元
來
日
本
銀
行
の.民
間
預
金
.
：
 ̂

市

中

銀

行

现

命

を

構

成

す

る

も

の

な

れ

ば

-
^
兌

換

券 

が
民
間
預
金
ビ
な
ゥ
て
日
本
銀
行
に
復
歸
し
て
、
其
增 

0
の
實
數
を
外
面
に
現
は
タ

V

ぶ
.も
,,民
間
觸
金
の
&
 

加
は
常
に
1

券
增
發
を
脅
し
つ
、
さ
る
は

1

4

^
 

に
し
て
ゾ
通
货
膨
服
の
實
勢
を
他
付
ぐ
る
は
爭
ふ
べ
か 

ら
や
。
.加
之
兌
換
券
增
修
に
基
く
普
通
銀
行
預
金
の
增 

加
は
，’
廣
義
の
通
货
膨
服
を
誘
致
す
るね
於
て
を
や
0 

余
は
如
何
に
し
て
も
兌
換
增
發
な
きe
同

J

め
結
嚴
ビ 

な
る
と
い
ふ
傅
士
の
說
に
服
す
る
能
は
す。
‘
 

U 

.
n

我
，̂
货̂
の
大
正S

ギ
ま
^

^
高

.
か».S

外
及
び
政取

**

日
本
銀
行

1:,

四
四

咋
と
比
較
ォ
る11

左
の
如
-
*数̂
字
か
示
ぜ
y
>へ
最
商
最
低
と
も
ル

\

,
-
• 

« 

• 

■ 

. 

-. 

.• 

- 

• 

t

.

大

.
'年

，.
n

 

.

.年

,

*10̂m

i  0 三 二 -^十 十 九 A ±
0 . •

月 月 月 月 月 月 n M 月 月 n

yモ
圓

五
.五
：Aま4

m
1
】

四

七

、
！

ハ

I 

i

"

0

2

r

三
H
.、五S

九
，
‘

ま

,

五
.ニ1、ニ
！1ニ
1 

'

四
七
、}
4

0六
，

• 

n

六
、九
六0
.

-
:七
！

r

五
三
八
：

て

七

，！"
八U

!

.;

.
七

0

•
ぎ

五

m

z 

,

.
m
i

 

乂
六
セ

 ̂

年

.
八

月

求

束

S

無

行

鶴

雜

の

.
殺

梨

、
-
^
低

贷

ほ

利

字

か

左

の

如
 

ぐ

決

货

し

i

か

見

k

ル

•
. 

V

.激

十

翁(

五
.五
九)

.

0 

0 

-

f

l
l
o
d

ニ 
六 

二

八

，.七

.四一 

n

六

、0
九！

.1

五

，

0
4

五

ニ

七 

> 六

八

七

， 

!

£、H
l

六

四 

九
"
六

八1 

111

六

"
‘
六

七

四
 

四

九
"
七

八
0 

四1

て

七

九

ニ 

1
三
"
0
ニ
0

在在

外.内

'へ&)

 

政
^
所
有
正
货..：

.マ
：

，.

大’ffigi

ギ

求

、大..，正
：

ni

年
、求
.，

'
\
:千

圓

ン「

：
，
千
圆

:,

比

軟

糟

加

額
' 

:

千
P

在在

r
;
^
H
、
Q
O
P

 

:
四

九

、0
0
0
:
: ! 

o
g
r
a
o
b

：;
0

遺

行

貨

1
1
' 

. 

: 
,■-V
-
千

圆
 

.

.
千

扭
 

チ

圃
 

内 

'
.
S七d

o
o

.
1 

二

八

、

O
O
S
.

 

'
.九

、

o
c
^
#
,

外 

ニ
！H

r
o
p
o

 

H

ハ
四、
O

O

P 

六

ニ

、0
,
0
0 

日

銀

分

計S

ハ
！

I
r
o
G
O

 

.ニ

ルr
r

o
o

.
o

七
：

r
o

o
o

 

.
♦
計
 

H
;
!
-

力
>
o 

Q
^
Q 

n| 
四

！

、
Q

Q

O !

.セM
*
o

 

o

o 

s
,

，
取

群

資

代

金

に

就

さ

*昨

，
ギ

十

！一

月

十
.三
0
液

議

院

豫

算

榮

森
 

/

會
に
於
，

隱
經
理
局
畏
の
辯
明
す

.る

所

次

の

如
.：；

>
o:

い 

" 

'軍

器

資

却

代

金

は

霞

六

0
、

五

九

四"
七
H

l

iじ

し

て

，

中

大

正

- 

n
5
'庶

分

に

®

す

る

も

め

 

H

族
に
羅
軌
ゾ
統
等
導
ら.被
服
0
,資
却
代
.總

額r

九
.赠

セ

八

、S

1
八

，圓
な
"
-
!
}
?
.
々
®
;

.

.

-

•

 

: 

.

. 

' 

. 

•

昨
年
.八
月
.

3
J

降

け

る

懷

金

部

の

：英
國
大
纖
省
'瞪

券

有

無 

左
•の
如
し
。
/ 

'

ニ r

為

 
昨

か

十/

月
求
：-，.
.四
.九>

O
J
^
,

 

七
、0

0
0

;

岗

十

n.

月
求
T 

T
r
^
d
t
>
o
~
.

■̂
.
.
.
ャ】
‘ハPO

O
.
W

 

,,.本
¥
:
!
‘

，傩
年
八
另
末. 

-同
九
®̂
求

'骑
.

月
ホ
-
.

拱
在
K
依
i
y

大

m
I
X：：.

雄

最

低

 チ
圓

1  ST-K1  
0

m

一千高 
圓

最

链メ

iニ 
八

:
h
p
o 

1

七
，
八
，六！

1
0

、

七
.‘

1

六 

ニ E
T

八

八
 

I! 

0

、

 ̂ニ；
*
 ̂

k
 
ニ
*
七
H
八 

.1

四
"
九
0
.五

ニ 

|
‘
3
§
,

!
'

H

U
、
ニ 

五

1 

ニ

 0

 ,
!
!
5

 !

如
セ
九
、
五
七
七

，納

績
 

# , 
M手系

m m

.千
a
 

、五
，
九
力
九

!  ryllHS

五
J

三
六
.

七
"
七
A
八

1 C
T

 
ニ
 1

0

 

!

1
0
"

六
.！

八 

1

九
"
ニ M

九

!
o
、
m

 

l 

ニ 

r

九
"七

-!

ハ
0 

H

ハ
、
五
六
H
: 

.
7:ハ
！
あ，10

.
!断
"六

1
0

.
-
0
.
.
步

，
，
. 

r
 
錢 

:同
‘ ！

、錢

ニ

愿

，但
此
猫
定
ぱ
昨
解t
 

l

i
に
徹
廢
ぜ-ss

鶴
1

1,:s 
五

F
I

hi

I.

i：

ホ

s

;!

iif

1
'• '"I



奶

十

海(

五
六
.
o
'
.

) 

M

條
‘

)ji
傅
rfc:
の
t ;
貨
藥
積
論
すゎ
讚 -
む

.

:

.
ま

、
て
货
激
港
膨
服
と
給
愿
騰
貴

SU

り
の
開
係

兌

換

赞

觀

ま

權

發

す

べ

さ

は
 

其
自
働
的
#

縮

姓

ょ

來

も

ざ， s<?

ま
か
ら

ざ

る
當
然
，の 

結
嚴
に
し
て
、
從
ウ
て
其
經
濟
界
力
®
要
に
雄
れ
て
播 

發

ネ

る

、
は

、

敢

て

物

®

に

影

響

を

及

ぼ

す
J
£

な

き 

は
勿
論
な
り
。
故
に
此
問
題
に
關
す
る
論
點
は
、
咋
年
，
 

下

半

期

に

於

け

る

现

兌

換

券

め

，傅

後

は

、

經

W

界
の
霜 

要
に
基
ぐ
も
の
な.：：

S

や
、
將
た
經
搬
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融
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狀

態

に

®
,

5
0

は
"

英

人

の

認

む

. 

る

所

の

如

し0
さ
れ
ば
通
例
な
ら
ぱ
张
換
券
は
寧
ろ
減
，
 

縮
す
ベ

&

に
、

事

實

は

之

に

反

し

：て

填
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